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はじめに

本学附属歯科診療所では,患者が装着感と審美性に

優れた部分床義歯を希望し,歯科医師が適応症例と診

断した場合,ポ リカーボネート素材のレイエング樹脂

N・ (東伸洋行)を用いて,ノ ンメタルクラスプデンチヤー

による義歯治療を行っている
1).レ

イエング樹脂Neの

選択理由は,レ ジリエンス等が優れていることである
2).

ノンメタルクラスプデンチャーの製作に際して,サベ

イングとブロックアウトの技工工程は,完成義歯の適正

な維持力を求めるために重要であり,義歯着脱時の回

転要素を考慮する必要があるため慎重な作業を要する.

そこで,研究用模型上で完成義歯を模 した形態と

おおよその維持力を確かめるための設計確認用プ

レー トを考案したので報告する.

材料および方法

研究用模型上で,以下の手順に従い,①サベイン

グ,② レジンクラスプおよび義歯床部の設計,0ワ ツ

クスによるブロックアウト,(Dベ ースプレートレジ

ンの圧接と,人工歯部を含めた義歯形態の付与,⑤

より精巧に製作するため,支台歯のアンダーカット

域のベースプレートレジンに熱可塑性樹脂のハイド

ロプラステイツク
C(TAK Systems)を 裏装し,回

転要素を考慮した着脱方向と維持力をシミュレート

する設計確認用プレートを製作した。

臨床応用

患者は78歳男性で,両側臼歯部に咬合支持があり,

上下顎に,一般的なメタルクラスプデンチャーが装

着されていた.上顎義歯は部分破折を繰 り返してい

た.治療方針としては,県外から来院する患者の負

担を軽 くするため,歯科補綴装置の中から治療回数

および口腔内装着後の調整回数が最少となる有床義

歯を選択することになった。
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メタルクラスプデンチャー,金属床義歯,ノ ンメタ

ルクラスプデンチャーの特徴と最終形態を記載した設

計書を作成し,歯科医師の指示のもとで患者に説明を

行った.ま た,ノ ンメタルクラスプデンチャーの装着

イメージや口腔内感覚については,設計確認用プレー

トを装着して感想を求めた.その内容は,使用中の義

歯に比べて適合が良好で咬合時にプレートが安定し,

舌感も良ぃことであった.患者は設計書による説明と

設計確認用プレートを装着した実感から,ノ ンメタル

クラスプデンチャーの治療内容について十分に理解

し,同意された。下顎義歯の新製も希望したことから,

上下顎のノンメタルクラスプデンチャーを製作した.

新義歯の装着時,歯科医師による日腔内調整は不

要であった_患者は,装着当日から食事が可能で,

装着感,審美面ともに満足していた.

まとめ

設計確認用プレー トは以下の点で有効であった。

1.研究用模型上で完成義歯を模 した形態,回転要

素を考慮した着脱方向及びおおよその維持力を

確認することができた。その情報を完成義歯製

作時の設計やブロツクアウ トの技工工程に反映

することができた。

2.テーム歯科診療を行う歯科技工士と歯科医師が

口腔内でノンメタルクラスプデンチャーの装着

イメージや口腔内感覚を確認し,治療を効果的

に進めることができた.
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